
外交 Vol. 2｜176

　

ド
バ
イ
の
行
く
末
を
ど
う
見
る
か
は
、

中
東
の
政
治
経
済
の
帰き

趨す
う

を
占
う
際
の

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
中
継
貿
易
と

観
光
、
そ
し
て
旺
盛
な
不
動
産
開
発
で
空

前
の
好
景
気
を
演
出
し
て
き
た
ド
バ
イ
は
、

２
０
０
８
年
９
月
末
の
い
わ
ゆ
る
「
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
以
来
の
世
界
経
済
の

危
機
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
ド

バ
イ
政
府
の
旗
振
り
の
も
と
行
わ
れ
て
き

た
大
胆
な
開
発
計
画
の
資
金
繰
り
は
行

き
詰
ま
っ
た
。２
０
０
９
年
11
月
に
は
、ド

バ
イ
政
府
系
持
ち
株
会
社
ド
バ
イ
・
ワ
ー

ル
ド
の
債
務
返
済
繰
り
延
べ
が
発
表
さ

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
世
界
同
時
で

株
式
相
場
が
下
落
す
る「
ド
バ
イ・シ
ョ
ッ
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ク
」
を
引
き
起
こ
し
た
。　

　

日
本
で
は
、
一
時
に
は
、
ド
バ
イ
政
府

の
巧
み
な
Ｐ
Ｒ
戦
略
に
あ
ま
り
に
も
ナ

イ
ー
ブ
に
は
ま
っ
た
、
表
層
的
な
ド
バ
イ

紹
介
に
走
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
多
か
っ
た
。

逆
に
「
ド
バ
イ
が
危
機
だ
」
と
な
る
と
、あ

た
か
も
ド
バ
イ
が
今
す
ぐ
に
も
砂
漠
の

ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
と
化
す
か
の
よ
う
な
報

道
も
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ず
れ

も
、
ド
バ
イ
と
い
う
現
象
を
適
切
に
と
ら

え
る
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
視
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
英
語
圏
の
著
作
に
も
あ
る
程
度

見
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。
ジ
ム
・
ク
レ
イ

ン
『
黄
金
の
都
市
─
─
ド
バ
イ
と
資
本
主

義
の
夢
』（Jim

 K
rane, C

ity of G
old: 

D
ubai and the D

ream
 of C

apitalism
, 

L
ondon, St. M

artin's Press, 2009

）
な
ど

は
、
広
報
情
報
を
う
の
み
に
し
て
手
放
し

に
礼
賛
す
る
叙
述
が
多
く
見
ら
れ
る
中

で
、
そ
れ
と
は
一
貫
し
な
い
否
定
的
な
言

及
が
唐
突
に
挿
入
さ
れ
る
。
経
済
危
機
前

に
書
い
た
部
分
と
、
そ
の
後
に
加
え
た
部

分
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

ド
バ
イ・ブ
ー
ム
の
頂
点
の
時
点
で
、ド

バ
イ
の
統
治
体
制
と
経
済
基
盤
の
利
点

と
問
題
点
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
指
摘
し
て
い

た
の
が
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー・デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド
ソ
ン
『
ド
バ
イ
─
─
成
功
の
脆
弱
性
』

（C
hristopher M

. D
avidson, D

ubai : T
he 

V
ulnerability of Success, N

ew
 Y

ork, 

C
olum

bia U
niversity Press, 2008

）で
あ

る
が
、
そ
の
大
枠
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ド

バ
イ
の
社
会
経
済
の
現
実
を
よ
り
具
体

的
に
把
握
す
る
に
は
、
最
近
出
版
さ
れ
た

２
冊
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー（
民
族
誌
）が

大
い
に
参
考
に
な
る
。
セ
イ
ド
・
ア
リ
ー

『
ド
バ
イ
─
─
金
ぴ
か
の
檻
』（
以
下
『
金

ぴ
か
の
檻
』）
は
社
会
学
・
人
類
学
の
グ

ロ
ー
バ
ル
都
市
論
の
視
点
か
ら
、
ド
バ
イ

を
鮮
や
か
に
切
り
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

レ
イ
モ
ン
ド
・
バ
ー
レ
ッ
ト
『
ド
バ
イ
の

夢
─
─
派
手
な
王
国
の
た
だ
中
か
ら
』

（
以
下
『
ド
バ
イ
の
夢
』）
は
地
を
は
う
踏

査
に
よ
っ
て
、
ド
バ
イ
を
構
成
す
る
人
間

集
団
の
諸
特
性
・
階
層
か
ら
、
各
街
区
の

特
色
ま
で
、
さ
ら
に
焦
点
を
絞
っ
て
記
述

す
る
。

　
『
金
ぴ
か
の
檻
』は
ド
バ
イ
を
グ
ロ
ー
バ

ル
都
市
論
の
顕
著
な
題
材
と
し
て
取
り

上
げ
る
。
ア
リ
ー
は
四
つ
の
切
り
口
か
ら

ド
バ
イ
社
会
を
分
析
す
る
。
第
一
の
切
り

口
は
「
消
費
社
会
」
と
し
て
の
ド
バ
イ
の

成
り
立
ち
で
あ
る
。
ド
バ
イ
国
民
、
出
稼

ぎ
労
働
者
、
観
光
客
、
不
動
産
所
有
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
消
費
行
動
に
よ
っ

て
ド
バ
イ
と
い
う
現
象
を
成
り
立
た
せ
て

い
る
か
。
ま
た
「
消
費
」
が
ど
の
よ
う
に
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し
て
そ
れ
ら
の
ド
バ
イ
の
各
階
層
を
引
き

寄
せ
て
い
る
か
。

　

第
二
は
、「
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
の
ド
バ

イ
と
い
う
切
り
口
で
あ
る
。
ド
バ
イ
政
府

に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
開
発
や
投
資
戦
略
、
そ

し
て
メ
デ
ィ
ア
統
制
を
含
む
広
報
戦
略
か

ら
、
著
者
は
「
ド
バ
イ
・
ブ
ラ
ン
ド
」
の

成
立
の
原
因
を
探
る
。

　

第
三
の
切
り
口
が
、
ド
バ
イ
を
動
か
す

の
に
不
可
欠
の
要
素
「
出
稼
ぎ
労
働
者
」

で
あ
る
。
ド
バ
イ
政
府
に
よ
る
法
制
度
と

社
会
政
策
が
、
ど
の
よ
う
に
出
稼
ぎ
労
働

者
の
労
働
条
件
と
生
活
環
境
を
規
定
し

て
い
る
か
。
こ
れ
を
著
者
は「
排
除（exc-

lusion

）」
と
「
不
定
着
性
（im

perm
ane-

nce

）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
分
析
す
る
。

　

第
四
の
切
り
口
は
、
長
期
居
住
層
、
そ

し
て
市
民
権
を
持
つ
少
数
者
で
あ
る
。
ド

バ
イ
に
長
期
居
住
し
、
中
に
は
ド
バ
イ
で

生
ま
れ
育
っ
た
専
門
職
階
層
の
多
く
も
、

実
は
ド
バ
イ
の
市
民
権
を
持
っ
て
い
な
い
。

出
稼
ぎ
労
働
者
よ
り
は
定
着
し
て
い
る

も
の
の
、
彼
ら
も
ま
た
ド
バ
イ
に
お
け
る

「
一
時
性
」
を
強
く
刻
印
さ
れ
て
お
り
、同

化
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
永

続
的
な
一
時
性
」
に
特
徴
付
け
ら
れ
た
階

層
と
対
比
さ
れ
る
形
で
、
人
数
的
に
は
圧

倒
的
な
少
数
派
で
あ
り
、唯
一
「
定
着
性
」

を
備
え
た
「
ド
バ
イ
市
民
」の
位
置
を
、著

者
は
明
ら
か
に
す
る
。

　
『
金
ぴ
か
の
檻
』
に
よ
る
、グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
社
会
学
の
理
論
を
踏
ま
え
た
切
り

口
は
鮮
や
か
で
、
ド
バ
イ
と
い
う
一
見
つ

か
み
難
い
現
象
を
概
念
的
に
整
理
す
る

に
は
最
適
だ
が
、
民
族
・
宗
教
と
社
会
階

層
の
込
み
入
っ
た
分
布
や
、
関
係
の
複
雑

な
綾
や
ひ
だ
を
、
詳
細
に
読
み
解
く
点
で

は
『
ド
バ
イ
の
夢
』
が
勝
っ
て
い
る
。『
ド

バ
イ
の
夢
』
は
「
足
で
稼
い
だ
」
民
族
誌

で
あ
り
、
い
わ
ば
「
高
解
像
度
」
の
ド
バ

イ
描
写
で
あ
る
。
著
者
は
ド
バ
イ
政
府
の

宣
伝
と
そ
れ
に
影
響
さ
れ
た
「
ド
バ
イ
の

夢
」
の
皮
相
さ
を
指
摘
し
つ
つ
、
ド
バ
イ

を
そ
し
る
だ
け
の
議
論
に
も
同
意
し
な
い
。

一
面
的
な
ド
バ
イ
政
府
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略

と
は
別
に
、「
デ
ィ
ル
ハ
ム
や
デ
ィ
ナ
ー
ル

で
価
値
を
計
れ
な
い
」
複
数
の
夢
が
ド
バ

イ
に
は
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

著
者
は
ド
バ
イ
を
構
成
す
る
各
階
層

を
、
生
身
の
人
間
集
団
と
し
て
書
き
分
け

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
金

ぴ
か
の
檻
』
の
巧
み
な
概
念
化
と
相
互
補

完
を
な
す
だ
ろ
う
。

　

一
口
に
「
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら

の
出
稼
ぎ
労
働
者
」
と
言
っ
て
も
、
パ
キ

ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
と
、
イ
ン
ド
・

ケ
ラ
ラ
州
と
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
来
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る
者
た
ち
で
、
全
く
異
な
る
背
景
と
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
が
あ
る
。
け
ば
け
ば
し
い
ド
バ

イ
の
「
富
」
に
し
て
も
、「
胴
元
」
の
マ
ク

ト
ゥ
ー
ム
家
（
ド
バ
イ
首
長
家
）
が
競
馬

に
注
ぎ
込
む
豪ご

う
し
ゃ奢

な
浪
費
と
、
大
英
帝
国

の
往
時
か
ら
比
べ
て
か
な
り
「
品
下
が
っ

た
」
感
の
あ
る
英
国
人
「
エ
ク
ス
パ
ッ
ト
」

（
長
期
海
外
生
活
者
）
た
ち
の
退
廃
し
た

浪
費
と
で
は
、
ま
た
趣
が
異
な
る
。
ド
バ

イ
市
民
８
万
人
に
対
し
て
、
英
国
人
の
エ

ク
ス
パ
ッ
ト
は
10
万
人
を
超
す
と
い
う
。　

　

極
度
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
共
に
、
社
会

経
済
活
動
で
前
面
に
出
る
こ
と
の
少
な
い

ド
バ
イ
人
の
間
に
も
、
新
た
な
文
化
の
息

吹
が
感
じ
ら
れ
る
。
著
者
が
取
り
上
げ
る

の
は
、ド
バ
イ
家
庭
の
「
ハ
ー
レ
ム
」（
女

性
の
領
域
）
を
舞
台
に
し
て
大
ヒ
ッ
ト
し

た
コ
ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
メ
『
フ
リ
ー
ジ
』
の

作
者
で
あ
る
。

　

著
者
は
ド
バ
イ
を
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
屈

折
を
交
え
て
描
き
出
す
。
例
え
ば
、出
稼

ぎ
労
働
者
が
多
数
を
占
め
る
ド
バ
イ
社

会
の
特
異
性
を
指
摘
し
つ
つ
、
古
来
か
ら

ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
と
イ
ン
ド
洋
の
交
易
路

に
位
置
し
、
ア
ラ
ブ
と
ペ
ル
シ
ャ
・
イ
ン

ド
の
圏
域
が
交
錯
し
て
き
た
こ
と
が
、
ド

バ
イ
の
長
期
的
に
持
続
す
る
性
質
と
見

る
。
ウ
ィ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
セ
シ
ジ
ャ
ー

（W
ilfred T

hesiger

）
な
ど
の
、20
世
紀

前
半
に
大
英
帝
国
の
勢
力
圏
を
旅
し
た

旅
行
家
の
著
作
に
時
折
言
及
す
る
こ
と

で
、
短
期
的
に
な
り
が
ち
な
ド
バ
イ
論
に

歴
史
の
奥
行
き
を
与
え
て
い
る
。

　

ま
た
、『
ド
バ
イ
の
夢
』
は
ド
バ
イ
を
単

に
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
と
し
て
一
く
く
り
に

も
し
な
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ロ
ン
ド
ン

と
い
っ
た
欧
米
の
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
が
普

遍
的
、
単
一
的
な
ル
ー
ル
か
ら
成
り
立
ち
、

そ
の
ル
ー
ル
を
世
界
に
発
信
し
て
い
る
の

に
対
し
、
ド
バ
イ
は
「
ソ
マ
リ
ア
の
軍
閥

の
ル
ー
ル
と
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
の

ル
ー
ル
」
を
混
在
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に

こ
そ
特
色
が
あ
る
と
い
う
の
は
卓
見
だ

ろ
う
。

　

共
に
洗
練
度
の
高
い
両
書
に
、
足
り
な

い
と
こ
ろ
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
日
増
し
に

顕
著
な
中
国
の
存
在
感
に
つ
い
て
の
言
及

が
不
十
分
で
あ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
ド
バ

イ
は
元
来
が
大
英
帝
国
の
保
護
下
や
米
国

の
勢
力
圏
に
あ
り
、
英
語
圏
の
学
者
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
独
壇
場
で
あ
っ
た
。

し
か
し
中
国
経
済
の
活
動
拠
点
と
し
て
の

ド
バ
イ
の
位
置
付
け
は
、
言
語
や
文
化
の

壁
が
あ
り
、
十
分
に
検
討
さ
れ
て
き
て
い

な
い
。
こ
こ
に
日
本
か
ら
の
視
点
が
介
在

で
き
る
余
地
が
あ
り
そ
う
だ
。

（
い
け
う
ち 

さ
と
し
）




